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【緒言】スマートテキスタイルとは電子機能を有する繊維や織物を意味し、ウェアラブルエレク

トロニクスに不可欠なキーデバイスである。ここで、スマートテキスタイルとして重要な素材は

軽量でフレキシブル、安価な導電性ファイバーである。そこで、ポリチオフェンの側鎖にドーパ

ントであるスルホン酸基を直接導入した自己ドープ型 PEDOT（S-PEDOT）に着目した（Fig. 1a）。

S-PEDOTはさまざまな溶媒に可溶で、合成条件を最適化することにより 1000 S/cmを超える高い

電気伝導度を得ることに成功している 1)。本研究では、S-PEDOT 水溶液の濃度（C）、流速（ρ）、

ノズル径（Φ）の 3 つのパラメータに着目し、湿式紡糸の条件を最適化することでマイクロファ

イバーの高導電化を試みた。 

【実験】本研究室で合成した S-PEDOT水溶液をシリンダーに充填し、マイクロシリンジポンプを

用いてアセトニトリル（凝集剤）中に湿式紡糸した。得られたマイクロファイバーを凝集槽から

取り出し、200℃、1時間真空乾燥することにより S-PEDOTマイクロファイバーを作製した（Fig. 

1b）。得られたマイクロファイバーのモルフォロジーおよび直径は電子走査型顕微鏡（JSM-6510, 

JEOL）を用いて測定した。マイクロファイバーの電気伝導度はデジタルマルチメータ（Model2700, 

Keithley）を用いて四端子法により評価した。 

【結果・考察】濃度 Cを 3.7 wt%、流

量 ρを 3.2 µl/sに固定し、ノズル径 Φ

を変化させて作製した電気伝導度を

示す（Fig. 1c）。マイクロファイバーの

電気伝導度はノズル径 Φ に大きく依

存することがわかった。Φ が 100 μm

以下において電気伝導度はキャスト

フィルムと同程度であった。一方、ノ

ズル径 Φ の減少により電気伝導度は

急激に上昇し、170 μm で最高 1815 

S/cmに達した。これは S-PEDOTのキ

ャストフィルムに比べ、1.6 倍以上高い値である。実験結果から、S-PEDOT 分子の配向が電気伝

導度に重要な役割を果たしていることが明らかになった。 

1) H. Yano, K. Kudo, K. Marumo, H. Okuzaki, Science Advances, 5, eaav9492 (2019). 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

50 100 150 200 250 300 350 400 450

C
o

n
d

u
c
ti
v
it
y
 (

S
/c

m
)

Nozzle diameter: Φ (µm)

S-PEDOT solution

S-PEDOT microfibers

Wet-spinning

200℃, 1h

Fully Soluble Self-Doped PEDOT

S-PEDOT
S

OO

n

O

SO3H

Fig. 1 (a) Structure of fully soluble self-doped PEDOT (S-PEDOT), (b) fabrication

process of S-PEDOT microfibers by wet-spinning, and (c) relation between

nozzle diameter (Φ) and conductivity of S-PEDOT microfibers.
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